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デンマーク語関係代名詞の

　　　1．ルーン碑文における関係詞es，

史的考察

tlls，　ξ1；　R ，記γ．

菅 原 邦 城

Et　historisk　studium　af　relativpronomi且er　i　da且sk．

　　　　　　　　1。Runedanske　relativpart三kler　es，　Iz？s，＆R　og　tl？r．

Kunishiro　Sugawara

「

　　Det　er　forfatterens　interesse　for　historien　af　nudansk　relativ　der，　der　har　givet　ham

motivatio且　for　at　skrive　denne　lille　artikel．　Hans　hensigt　med　denロe　artikel　er　at　vise

－
med　stφtte　i　bevarede　sprogkilder－hvad　for　form　Qg　fu櫨t呈on　de◎rd　har　haft　som　var

og　har　veeret　brugt　som　re玉ativpronominer玉dansk．　Som　fφrste　prφve　herpa　har　han

studeret　relativpartik乏er　pa　da．　rune三ndskrifter　fra　de　eeldste　tider　af　det　da且ske　sprogs

h呈storie．　Hj韻pemidlet　herti王er　selvsagt　ja¢obsen　og　Moltkes　Danmarhs　RuneindSferifteノ・

（DR），　Kφbenhavn　l942．

　　Til　denne　art三kel　har　ca．410　runeiRdskrifter　fra　det　da．　sprogomrade　va∋ret　undersφgt

og　heraf　fremgar　det，　at　29　af　indskrifterne　indeholder　en　elier　a且den　re正ativpartike1

（samlet　i§8m．　japansk　overseettelse　og　korte　noter）；de　ska圭studeres　indgae且de　i　denne

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りar亡ikel　med　ulld亡agdse　af　360　Bj6rke亡orp　og　373　Aker－font，　som　er　henholdsvis　pa　umor－

disk　og　forngutnisk．　Blandt　de　27　runeindskrifter　findes　der　ikke　et　eneste　eksempel　som

m．h．　t．　ordets　udseende　svarer　til　nuda．　der　eller　som，　hvilket　kan　bekrzefte　at　der三ndt三1

det　l2．　brh．　fandtes　intet　eksempe圭pa　disse　der　virkede　som　i　nuda，（§3．1）．

　　Efter　deres　skriftformer　kan　de　runeda．　relativer　inddeles　i　tQ　grupper：en　pa－s　og　den

anden　pa－R（§3．2）．　Af　tavlen（s．77）fremga．r　det，　at　formen三as　findes　pa　neesten　halvdelen

af　de　her　behandlede　runeindskrifter　og　den　bruges　a1甲inde玉igt　fra　den　εeldre　o乏dda．　tid

ned　tl玉den　eeldre　mda．　Gruppen　pa－∫er　den　hyppigste　under　vikingetiden．　huas　338

Glemminge　kan　opfattes　som　enk王itisk　anvendelse　eUer　udladelse　af　en　a－rune，呈hvis

tllf乏elde　relativpひrtiklen　skulle　have　en　form　as．　Alle　de　6　eksempler　pa　ias　er　kendt　fra

Jylland；6eks．　pa　is　ud　af　de　l3　eksempler　fra　NφrrelyL；6t　eks．　pa　iR　fra　hendholdsvis

Sla三lla且d　og　Skane．　Pa　grund　af　det　lille　sprogmateria王e　kan　det　knap　siges，　hvilket　ord　e1．
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hvilken　ordform　der　var　mest　herskende三den　ene　eller　anden　egn　af　sprogomradet（§3．

3）．Kronolog呈sk　set　ma　det　veere　naturligt　at　opfa批e　formeme　plt．s　somεe｝dre　end　dem

pa　胴R／－r．　Overgangen　fra　－s　til　－R　synes　at　have　fundet　ste（ユ　i　det　11．　arh。s　seneste

krtier（§4．1）．

　　De　her　omdiskuterede　ord　er　etymo玉ogisk　besleegtede　med　got．　is，　ohty．　er　osv．，　som　er

dog　personlige　pronominer　og　ikke　relative．　Modseetnlngen　ees／cel’mic　skyldes　Verners　iov

（§4。2）．Runeortografisk　betragtet　star　overgangen　fra－R　til．r　i　sneever　forbindelse　med

eendringen　af　R－runens　lydveerdi，　hvilken　undtagen　pa　Bornho王m　synes　at　have　fundet　sted

uden　seerlig　stor　uorde且omkring　begyndelsen　af　den　mda．　tid（§4．3）．　I　vokalbetegnelser－

neま．，　ia．　og　ee－vil　forfatteren　se　en　1ydabnlng　e＞re．　Angaende　lydveerdi（er）af　betegnel－

sen　ia，　sa∋r王ig　i　ias　og　iaR，　fremfφrer　forfattere且　Bengt　Hesselmaロs　（Ordg噛eogra∫i　och

3μ謙乃魏oがα，Uppsala　1936）og　Harry　Andersens（ノINF　54）tanke．　Han　vil　med　H。　And－

ersen　give　denne　betegne！se　to　va∋rdierノαog　ne，　hvis　man　tillader　sig　at　inducere　fra

handskriftsprogets　car　og　betragte　ias＞iaR　som　den　para王王eile　Iydudv三k玉ing　i　vn．　es＞er，　og

medmindre｝lesselmans　seeriigeφn．　diftongering　kan　bevises　med　bevarede　k三lder。　Saledes

mh　de　rundeda．　reiativer　fonologisk　have　vεeret　es，　a？r，　tz？R　og　a？r　（§5．3）．

　　Morfologisk　er　dlsse　relativer　ubφjelige，　sa　de　ma　snarest　bencevnes　relat玉vρ耐測6r（§6．

1）．Fra　syntaktiske　synspunkter　kan　det　siges，　at　de　virkede　som　nuda．∫・m，　nemlig　bade

ising．　og　plur．，　bade三nom．　og　akk．　samt　i　alle　kφn．　I　de　fleste　tilfeelde　anvendes　de　i

nom．　mas．　sing．（24　runeind．），　Nar　et　demonstrativpronomen　tilfφjes　foran　en　relativpart．，

er　det　三kke　relativpart．　men　korrelatet　som　syntakt三sk　styrer　pronomet　（§6，2）．1　§6．3　be－

tragtes　stillingen　af　korreiatet　i　hovedsa）tning　og　relativpart，　i　biseetning．　Heraf　fremgar　det，

at　stort　set　fφ1ger　relaivpart．　sit　k◎rrelat　som　i　nuda．　Der　findes　6t　eks．（357　Stentoften）

pa　en　relativseetning　uden　re圭ativpart，（§6，4）．　So醗ventet，　findes　re玉ativpart．　es，　er　o。　lign．

ogsa三andre　nordiske　sprogomrader　uden　for　det　da．　Af　ety凱010gisk　vel　bl圭ver　det雄art，

at　disse　ord　ikke　blot　er　en　feellesnordisk　men　ogsa　en　fa∋1iesgermansk　og　videre　en　三ndo－

europee三sk　arv　（§7．2）．

　　Til　slut　er　det　forfattere且en　keer　pligt　at　takke　universitetslektor，　dr．　phl1。　Harry　A王1－

dersen　for　hans　elskveerdige　krit玉k。

Osaka，　september　l971

は　じ　め　に

現代標準（共通）デンマーク語（r三gsdansk）における最も一般的な関係代名詞は，　som，　der，
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hwisである。たとえば，

a．　・－den　senere　たong　Frederi為 VI1，　derゴo マsar　stcerfet　｛ntel’esseret　i　た三3孟or乞ε　09　αr為αヨoio9乞

… （N．Lund，1）e　danske　vifeinger　i　England，1967，8），

　b．…reSter　af　en副4r8　engelsk　samf2tndsorganisation，　som　af　forskelUge　gritndeταr

forsvzmdet　i　det　abηrige　Engtand・ny－一（ibid．，10），

c・…et　ProbEem，　hvis　rette　iφsning　havde　givet　anledning　tii　megen　strid…（ibid．，22　f．），

　d．…det　bi〃ede，　som　vi　sammen　med　sagael・nes　vifeinger　har　taget　til　vort　hjerte…

（ibid．，8）．

例aとbにおける関係代名詞derとsomは主格，　cにおけるJi　visは所有格，そして最後のd

におけるsomは目的格としての機能を示している。すなわち，　somは主格としても目的格とし

ても機能し，他の関係代名詞はそれぞれの働きに限られるのである。この外，殊に文章語（的用

法）においては，たとえば英語にみられると岡様に，疑問詞が関係代名詞としての働きを有して

いる（hvem　who，　whom；hwilfeen　c．，加∫薦oオn．，　hvitke　pl．　which；iivad　what，　which：

一ヒ述のhvis　whose，　of　whichも，この転用なのである）。

　関係代名詞derは元来，場所を示す副詞der　thereと同一であって，西暦1300年頃よりも以

前に古い関係詞にとって代ったといわれているi。この語の歴史に対する関心が筆者をして，デ

ンマーク語の現存文献資料にみられる関係代名綱の考察を試みさせることになり，本稿はその最

初の報告である。

　なお，筆者はuniversitetslektor，　dr．　phil．　Harry　Andersen（コペンハーゲン大学）に，本稿

を批評の上に有益なご教示を下さったこ嫁意に対して，感謝しなければならない。

　§1ユ，周知のように，デンマーク語は，印欧語族ゲルマン語派のいわゆる北ゲルマン語（譜

本稿でいうノルド語nordisk）に属する言語である。このノルド語は紀元後800年頃まで，方需

的差違を生じつつも，ノルド語圏全域でかなり一様に話されていたと考えられ，民族移動時代か

ら8世紀末までの言葉は，通常ノルド越語（urnordisk：Proto－Norse）と呼ばれる。これより後

に，ノルド諸語個々の歴史が展開してゆくことになる。デンマーク語がひとつの独立した圏語へ

と発展してゆくのは，北欧史でいうところのヴィーキング時代（8世紀後期～11世紀後期）の後

半の出来事である。

　デンマーク語史における時代区分は，専門家によって多少の異岡がありはするが，ここでは暫

定的に，代表的見解のひとつとみられる　Arhus大学教授Peter　Skautrupの説を採っておこ

う。それによれば，デンマーク語は，大きく次の3段階に区分される：2

1　たとえば，N．　A．　Nielsen，　Dansfl　etymologisk　ordbog，　Kφbenhavn　1966，65．

2　P．Skautrup，　Det　danske　sprogs　historie　I－IV，　Kbh．1944－68．近代デンマーク語暗代開始の年

　として，1500年は必らずしも有力な考えではなく，他の学者は，たとえば1525年や1530年などをあげて

いる（P．Skautrup，　oP，　cit．　II，120　f．，421の書誌をも参照）。
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　1．古デンマーク語（ルーン・デンマーク語）……800－1100年

　2．中世デンマーク語……1100－1500年

　3．近代デンマーク語……1500一現在。

本稿で扱うのは，最初の時代の言語記念物であるが，必要があれば，中世デンマーク時代の資料

を取りあげることもある。

　§1．2。考察の対象となる古デンマーク語の言語資料は，［コ頭のそれは今日知るすべもなく，

文字による書記資料のみであるが，これは主として，1）アルフレッド大王によるオロシウス『世

界史』の古英語訳（9世紀末）など外国文献に散見するデンマークの固有名，2）ヴィーキング時

代の海外進出の結果としての海外におけるデンマーク語，3）デンマーク本国に見出される主にル

ー ンによる記録，に大別される。これらの中で，1と2（著名な例は，地名など英語にみられる

デンマーク語要素）は，本稿のテーマにとって資するところがあまりないため，ここでは論考の

外に置く。したがって，3の資料のみが，ここで専ら扱われることになる。

　デンマーク語圏とは，デンマーク学界の通念にしたがえば，現在のデンマーク王国のみなら

ず，現スウェーデン領たる南部のSkane，　Halland，　Blekingeの諸州，そして現ドイツ領のSitd－

schleswig（Sydslesvig：Ejder　）［1以北）をも含む言語圏である。そのため，承稿にあっても，上

にあげた諸地方すべてからの資料が，論考の対象にされた。

　§1．3．ルーン（runer：runes），またはその最初の6記号から「フサルク」（fupark）と呼ば

れる表音文字は，古代ゲルマン諸族に知られていて，かなり広く用いられたと考えられる文字で，

これには大別して新旧2種がある。「隅ルーン」（aeldre　runer：older　runes）は，ゲルマン語圏

全域に共通して認められ，24記号からなっている。この数はしたがって，今臼のゲルマン諸語の

アルファベットの数と大体同じである。これに対して，わずか16記号からなる「新ルーン」（yngre

runer：younger　runes）カs後に出（7世紀頃），ひとり北ゲルマン入にのみ知られているのであ

る。後者一特に，デンマークに特有のルーン（いわゆる「標準ルーン」　normalruner）一が大体，

我々の資料において使用されている文字である。時とともに複雑化していった音韻体系3にもかか

わらず，これを表記する記号が24から16へと極度に減ったわけであるが，この半ば意識的とも思

えるドラスティックな減少がなぜ生じたかについては，未だ定説が得られるにいたっていない。

当然ながら，この不備・不完全さに対して，多くの音韻を能うかぎり正確に表そうという努力が

なされた。その結果として，新ルーンに改良を加えた「付点ルーン」（stungne　runer：dotted

runes）が考案されたのである。

　本稿では，印醐技術上の都合でルーンをその本来の形で呈示することが不可能であるため，こ

れらが示す音は，相恋するラテン文字などで記されている。各種ルーンを転写すれば，以下のよ

3　たとえば母音を例にとると，ノルド基語には6世紀まではa，e，　i，　o，　uしか認められないが，9世

紀には籍たに主として変母音たるe，αe，φ，yがみられる。
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うになる。

i日ルーン：fuparkgw　hnijEpR（z）s　tbeml離do

新ルーン：fupark　　hnias　　　　tbmlR
付点ルーン：abcdefg（G）hiklLmnNoprs毛P5uvwxy3eσ．

　これらの文字は，いろいろの用途，たとえば通信連絡・記録保存のような実用にも，また誼呪

のような目的にも利用された。しかしながら，これらがどれほど大きな規模で用いられたもので

あったか，我々には知る由もない。というのは，記録は大部分，おそらく木片4など腐食しやす

い材料に記されたため今日まで伝存し得ずに，現存するものは，かってあったであろう記録のき

わめて一部にすぎないからである。これらは大多数，石や金属等に刻まれた簡単な文や名前なの

である5。

　§2．1。ノルド語によるルーン銘文（runeindskrfiter：runic　inscriptions）は今日，総数45GO

以上にのぼっており，その断片的現存と限られた内容にもかかわらず，古い北欧の言語・文化・

文学について結論を引出す可能性を我々に残してくれた。このような銘文が，デンマーク語圏か

ら約620知られている。　その3分の2ほどは記念碑・墓石などに，残りは金属　　貨幣，brac－

teateと呼ばれる一種の装身具など一，骨片等に，刻まれている。これらは，刻されている言

語とルーンの型，施されている装飾にしたがって，次のように時代区分されている：6

Periode　1　（ca．200－750）

　per．1．lca．200－650，民族移動時代，ノルド基語

　per．1．2ca．650－750，民族移動以後，後期ノルド塞言吾　（Stentoften－Bj6rketorp型）

Periode　2（ca．750－1050），ヴィーキング時代

　per．2．1ca．750（800）－900，初期古デンマーク語（Helnaes－Giprlev型）

　per．2．2ca．900－1050，古デンマーク語（Fφr－Jelling型：per，2．2．　a，　Jelling型：per．22．

　4　これと関連して注目すべきことは，わが国の平城京趾で近年発掘された木簡にも似た木片（cf．　ON

　　1・’12z磁8／万）約550例がノルウェーのBergen市Bryggenの中世都市趾で発掘された事実である。これ

　　らは我々に，ルーンが商取引から愛の告白にいたるまでの広い用途に利用されていたことを教えてい

　　る。詳しくは，次をみよ。A，　Liestφ1，　Correspondence　in　Runes，　tMediaevat　Scandinavia　I，　Odense

　　1968，　17　ff；　Potitike7z　Weefel二y　10．－16．　apri1，　1971，　Kbh．

　5　ルーンに関する主要言語による一般的な文献として，たとえば以下のものがあげられよう。R．　W．　V．

　　Elliot，　RuneS．　An　introduction，　Mancbester　1959；L．　Musset，　Introduction　a　la　ritnologie，　Par三s

　　1965；K．Difwel，　Rztnenktinde，　Stuttgart　1968，脱稿後に，次の日本語文献を知ることができた：谷口

　　幸男『ルーネ文学研究序説』　（竺広島大学文学部紀要，特輯号1，Vol．　30，1971年3月）。

　6　この時代区分は，JacobsenとMoltkeに従っている（DR　Text　lo13　ff）．本稿で引用するデンマー

　　ク語圏のルーン銘文の原テキストはすべて，以下の文献により，それらは慣習にしたがって通し番号を

　　付されてある。Danmarks　Rτmeindskrifter　ved　L．　Jacobsen　og　E．　Moltke　under　medvlrkning　af

　　A．Bnel〈sted　og　K．　M．　Nielsen，　Kbh．1942（DRと略す：Text，　Atlas，　Registre，　Zusammenfass－

　　ungの4離からなる）．
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　　　　b，Efter－Jeiling型：per，2．2．　c）

Periode　3（ca．1050－1150），中世以前，古デンマーク語

Periode　4（ca．　llOO－1350），中世，前期中世デンマーク語。

　§2．2．Per。1からの銘文として有名なのは，南ユラン（Sφnderjylland）から出た400－450年

頃の12Gallehus－Guldhorn　2である：

　　　ekhlewagastiR　l　holtijaR　l　horna　l　tawido

（訳）我，ホルトが子〔ホルト（ホルステーン）出身のコフレワガスティルが，［この1］角杯を

作った［作らせた］。

試みに，このテキストを最古のゲルマン文学語たるゴート語に直すと，

　　　Ili　Htiugasts　Hitttiggs　haZtrn　tawida．

となり，両者を比較すれば，一見して少なくとも音韻論的に，ルーン文がよりアルカイックであ

ることがわかろう。しかし，ノルド基語は600年頃から約2世紀にわたって殊に音韻上の大きな

変化をみ，その結果，後の古ノルド語にみられるように簡略化している7；上のノルド基語テキス

トと，下の古ノルド語訳を比較されたい：

E為　Ht｛≡gestr　hyttingr　hern　tdδa．

　§3．1．本稿の目指すものは，デンマーク語関係代名詞の発展を歴史的に実証することであ

る。筆者が検討を加えた長短の文を含むデンマーク語圏のルーン銘文410例の中で，関係（代名）

詞を有するものは，29例であった。それらテキストの金文は，§8にまとめてある通りである。

これらのうち，狭義のデンマーク語といえないテキストたる360　Bj6rketorp（Late　Proto－Norse）

と373Ake卜font（Gutnish）1ま，原則的には考察の対象とはされない。

　すでに述べているように，これらのテキストは全く短かい常套的な言い回しからなるのが一般

的であり，そのたあ，これらが果してどの程度まで同時代の生きた言葉を映しているかについて

は，何も決定的なことは言えない。しかしながら，短文とはいえ，その中に関係（代名）詞が見

出されること，そして冒頭に引いた現代語の例にみるような関係代名詞に対亦する語でないこと

は，注目されるべきであろう。これは少なくとも，関係代名詞の機能をもつder，　somの古語形

が未だ12世紀中までみられなかったことの傍証のひとつとなり得るのである。

　§3．2。ルーン・テキストにおける関係（代名）詞をその表記形にしたがって分けてみると，

次のようなグループができる。

1．－s群（cf．　MDan．　ez？s）

　王ais：192　Flemlφse　1（per．2．1）；209　Glavendrup，230　Tryggevcelde（per．2．2．　a）；58

　　　　　Hφrning，81　Skern　2，97　Alum　4，108　Kolind，154　Torup，155　Sjφrind，293　Stora

　　　　　Herrestad，334　Vti　stra　Str61，335　Vastra　Str62（per．2．2．　c）；380　Ny　Larsker

　7　Cf．　E．　Wess6n，　De　nordiSka　spraheπ，8．　upPL，　Steckholm　1968，31．
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　　　　　　　2　（per．3），

　lbias：42　Jelling　2，117　Mejlby（per．2．2．　b）；1Haddeby　1，、3Haddeby　3，83　Sφn．

　　　　　　der　Vinge　2（per．2．2．　c），

　1cas：298　Dalby（per．2．　2．　c），

　ldenclitical－s：107　Ega，338　Glemminge（per．2．2．　c）．

2．－R群（cf．　MDan．　t2？r）

　2a　iR：280　Skarby　l　（per．22．　c）；229　Sandby　3　（per．3），

　2biaR：66　Arhus　4（per．2．2．　c）；212　Tillitse（per．3），

　2c朕｝r：222　Allersiev　l，347　Norra　Asum（per．4）．

以上を表にまとめると，次のようになる。
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　§3．3．この表からまず，isの使用が我々

の例のほとんど半数に認められて，古デン

マーク語の初期から中世デンマーク語まで及

んでいること，そして得られた使用例の4分

の3近くがper．2．　2．　cより知られているこ

とが，明らかになる。Per．2．2．　cのルーン

碑文は，我々の考察の対象になっている碑文

全体の半数以上になっている。なぜこの時期

からの例が多いのかということは，疑いもな

く，この時代に最も数多くのルーン銘文が帰

せられていることと密接に関連している8。

第1群の語は，ヴィーキング時代を通じて一般的なものであったと考えられる。

　ldのように，ある語（取分け弱強勢の一音節語）が先行する語にその語尾の如くに付加され

ること（前接法）は，ノルド古語では稀ではなく，ルーン・テキストにも少なからず認められ，

107pansに類似した例として，たとえばスウェーデンのKarievi石碑（per．2．2．　c）にhins

←hin　es）という形がみられる。338　huasは，同様に前接法と解釈されうるが，同一ルーン

（hua　asの紹音を表わすa）の省略とも考えられる9。

　一方，第2群の形は，ヴィーキング時代からは数例知られているのみである。我々は，これよ

りも古い360SARをこのグループに属する語形の前接的使用例と見傲すことができる。すなわ

　8　Cf．　P．　Skautrup，　op．　cit．1，109；E．　Wess邑n，　op．　clt．，74．

　9　確かな省略の例をあげるならば，たとえば，スウェーデンのM6jbro石碑（5世紀）anahahaisla－

　　ginaRにみられるsの省略（is［s］laginaR），　R6k石碑（9世紀）sakumukminuaimsiburinip

　　におけるmの省略（sakum［m］ukmini）などがある：S．　B．　F．　jansson，　Runinskrifter　i　Sveri－－

　　ge，　Stockholm　1963，19，40．
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ち，これを指示代名詞sci＋eRと考えるのである。そうすれば，この語がかなり早い時期に使わ

れていたこともあり得る。この考えと対立するものに，一尺を類推形成によって生じた代名詞主

格語尾とする説（sa＞sdR）がある1°。

　地理的分布状況をみると，次のようになる：iasは5例すべてユランにのみ；isは北ユラン

に6例，フユーンに2例，シェランに1例，スコーネに3例，ボーンホルムに1例；asはスコ

ー ネに1例（おそらく2例；前述の考え参照）；iaRは北ユランとロランに各1例；iRはシェラ、

ンとスコーネに各1例；eerもiRと同様にみられる。　isはデンマーク語圏全体で知られてい

たが，我々の数少ない資料からでは，いずれの語がいずれの地方でより支配的であったかと言う

ことは，はなはだ困難である。

　§4．1．上に大別したように，我々が考察中の語は大きく一sと一R／－rllとに分かれる。前者は

大体11世紀中頃まで一般的な語であり，後者はその頃から初めて知られる語である。これか

ら，ルーン・デンマーク語にあって一s形が一R／－r形よりも古い語であったとするのは，自然な

考えである。－s形から一R／－r形への変換が西ノルド語において1100年頃に起ったといわれてい

る12ことを受容れるならば，東ノルド語たるデンマーク語ではこれより少し早い隣期に起ったこ

とになる。

　§4．2．R音は，例からも明らかなように，主として語末にのみ認められる音であり，ゲルマ

ン基語のz音に相当するものである。このことは，このルーンが旧ルーンにあってZ音を表わす

記号であったことからも，証明されよう。しかし，このX＞Rの変換がいつ起ったかを決定するこ

とは，相異する2音が同一の記号で示されているために表記の点からはきわめて困難である。あ

る有力なデンマーク人学者は，その時期として「最古のノルド基語ルーン銘文の時代に先立っ」

時を考えている13。この有声摩擦音一zは，ゴード語では無声音　－sになっている：たとえば，Goth．

gasts，　Proto－N．－gastiR，　ON　gestr；Goth、　mais，　ON　meir．ルーン・デンマーク語における

古い一sとより薪しい一R／－rとは，容易に想像できるように，古アイスランド語の関係詞es：er

の組合せに相応するものである。この一∫：－rの対立は，いわゆるヴェァナーの法則（VemerS

正OV）によるものと思われる14。印欧語の主格語尾一Sは，そのまま保持されるか，あるいは上の

10DR　Text　704　f．石碑83をも参照。1971年9月17日付け筆者あての私信の中でDr．　Harry　Andersen

　は，初期古デンマーク語時代よりも古い時代にあっては一s形の関係詞のみを予期すべきであり，それゆ

　えにSARは類推形成の関係詞と考えるとの自説を主張している。

11Bは口蓋垂ふるえ音を，ブは舌尖ふるえ音（いわゆる巻舌音）を表わす。

12　Lexicon　poeticπM　antiquee　tinguce　septentrionatis，　2．　udg．　ved　F圭nnur　J6nsson，　fotografisk

　genoptryk，　Kbh．1966，113．ノルウェーのルーン碑文をみると，　UOO年頃のもの（Nφrstebφ）では来だ

　esが認められるが，半世紀の後（Flatda1）にはerが現われている：D．　A．　Selp，　Norsk　sprafehistorie

　til　om為ring　1370，2．　utg．，　Os｝0　1955，　80．

13　∫ohs．　Brφndum－Nielsen，　Gammeldansk　Grammatife　I工，2．　Udg．，　Kbh．1957，12．

14　A。Heusler，　Attislandisches　Eiementarbitch，4．　Auf玉．，　Heidelberg　1950，155．
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法則にしたがって語根アクセントによってGmc．－x＞Proto－N．－R，－rとなった（cf．　Gr．λ6Xoζ，

Goth．　xvutfs，　Proto－N．　wulfaR，　ON　it　lfr）．こうしてeR／erは，古ノルド語には残らなかった

が，Goth．　is，　OHG　erなどに継承されている人称代名詞3人称単数男性主格であり，esはその

属格と考えられる15。

　そして，これは語源の上では7’Lat．　is，　Gr．‘ななどと同じであり，したがって，これは印欧

語共通の言語財のひとつなのである。

　§4．3．isの現存最古の例が8世紀後期のルーン碑文（192　Flemlφse　l）であるのに対して，

－R形のそれは11世紀からのものであり，両者闇には数世紀の時間的距離がある。－r形のそれは

さらに遅れ，その用法はおそらく中世デンマーク語時代開始前後に確立したものであろう16。大

きくみるとR／rの変換は，かなり整然と起ったようである。しかし，資料を詳しく検討してみ

ると，この2種のr音間の関係について，凡そ次のことが明らかになる。

　Rは未だper．2．1の碑文にあっては歯音の後で保持されているが（たとえば，192　statR，

211Nφrre　Neera　burmtR），はやくもper．2．2。　aにはrへの変換が生じている　（たとえば，

209raknhiltr，230　batri）17．この2例を除けば，　per．2－3を通じてRは保持されている。し

かし，他の地方でRとrが語源的に正確に使い分けられているのに対して，ひとりボーンホル

ム島にあっては両者間の揺れがはっきりと認められる：たとえば，eとiの後において（例，

per．3389　Nyl（er　pera，398　D’　ster　Larsker　2　bropir；cf．337　VaHeberga（per．2．2．　c）peRa，

114Rimφ（per．2．2．　b）brupiR）。

　Per．4（中世）において，　Rルーンはその本来の音極を示すことをやめ，　r音はすべてrルー

ンによって表わされている。こうして，この時代が開始した直後にR音は完全にr音に融合し

ていたと考えるべきであろう。なお，Rルーン（Yrと称される）は，中世にあっては専ら半母

音ッの記号として使われることになる（たとえば，47Lltnborg－jernbeslag　dyr；cf．　ON　dyrr）．

口蓋音Rと舌尖音rを語源的に区別しようとした前期中世デンマーク語テキストの例がひとつ

知られているが，ここでRは付点ルーンで表わされている：Lund－benstykke　4　arar，　fiaprar

の語末のr（cf．　Proto－N．＊armtR＞ONρrn，　gen。　arnar；Proto－N，＊feδrδR＞ON万ρ∂r，　gen．

fiabノ・ar）．

§5．1．次に考察すべき問題は，これらの語に含まれている母音である。それを始める前に我

15H．　Krahe，　Germanische距αc勧∫∬8η∫oんψ，7．　Aufl．　bearbeitet　von　W．　Meid，　Berlin　1969，

　1・127，　1王　70．

16　Johs．　Brφndum－Nielsen，　oP．　cit．　II，74．

17Cf．　WFrank。　Raganhitdis，　Goth．　bαtixa．

18　P．Skautrup，　oP．cit．1132｝こよれば，この融合は，東ノルド語において1050年頃以後に全般的に起

　り，西ノルド語におけるよりも遅いという。
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我が注意せねばならないのは，記されているルーンが，Rやrのようにかなり一様な表音をする

ものを別にして，必らずしも目指す音を適切に再現しているとは限らないことである。本稿で主

に対象としたルーン碑文は16記号によるものが大多数であるため，あるルーンが常に同一の音を

示すとは言えない場合が少なくない。たとえば，古デンマーク語時代のaは，19

1）　あ：217Seedinge　（per．2．2．1））　alra　（cf．　ON　pl．　gen．　attra）；281　Skarby　2（per．2．2．　c）

　　　hakun（cf．　ON　H6feon），399　Klemensker（per．3）biarnar　（cf．　ON　sg．　m．　gen．

　　　bjarnαr）；387　Vester　Marie　5（per．3）asuaidi（cf．　ON　Asvatdi），

2）　諺：209　（per．2．2．　a）　uar　（cf．　ON　verr）；213　Skovleenge　（per．2．2．　c）　raspi　（cf．　ON

　　　　　　　　　　　　む　　　reiSti），370　Aker工（per．3）aftiR（cf．　ON　eP　tir），

3）　o（＝＝　e：aのuウムラウト）：388Glemminge（per．2．2．　c）faupur（cf．　ON　fejur），378

　　　Bodiiker　5　（per．3）ant　（cf．　ONρnd）

を示し，同時代の子音も，たとえばtはt，tt，　d，　dd，　nt，　nclの音を表わしている20（たとえば，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り338Glemminge　tusta，　cf．　ON　m．　gen．　Tosta；131　Ars　trutin，　cf．　ON　sg．　m．　acc．　dr6ttin；

398S2f　ster　Larsker　sata，　cf．　Lat．　sg．　f．　nom．　sancta；134　Ravnkilde　l　lat－，　cf．　ON　land）．

　§5．2．本稿の対象となっている語に含まれる母音は，資料の算定聴代順にあげられると，

i－，ia－，　a－，　ee“のルーンで示されている。以下ではまず，前項と同様にして，これらのルーンが

この時代にいかなる音価を有していたかをみよう。第一にiは，21

1）　i：56Sφnder　Vissing　2（per．2．2．　b）karpi　（cf．　ON　gφr6b；2Haddeby　20Swed．

　　　asfripr　（cf．　ON　Asfri61う，371　Aker　2（per。3）　isbiorn（cf．　ON　lsbjρrn）；166

　　　Heestrup－1〈iriceklokke（per．4）Lat．　maria（cf．　ON　Mdria＞，

2）　彦（あ）：155（per．2．2．　c）himpiki（cf．　ON　heimpegi＞；270　Skivarp　filaka　（cf．　ON

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
り

　　　feLagi＞，378　Bodilker　5（per．3）lit（cf．　ON’6彦）；372　Aker　3（per．4）pign（cf．　ON

　　　Pegn），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ3）　ブ：i（per．2．2．　c）trekiaR　（cf．　ON　dreng・ir）；371　Aker　2　（per．3）sioiu　（〈OSax．

siaiaまたはOFris．　sietの．

　　　ia22は，

1）　ブα；239Gφrlev（per．2．1）iak（〉勿o＞jeg，　cf．　Swed．　jαg），212　（per．3）sialfan（cf．

ON　sg．　m．　acc．　sj6tfan），

2）　e，va：42　（per．2．2．　b）　nuruiak　（cf．　ON　acc．　N6r8g），217　Sεedinge　（per．2．2．　b）　uiar

　　　（cf．　ON　werr）

19　Cf．　DR　Text　942．

20　Cf．　ibid．，　974　f．

21　Cf．　ibid．，　958、

22　　Cf．　ibid．，　945；K．　M．　Nielsen，　丁三l　runedanskens　ortografi，　Arkivノ渉r　nordisk　filologi（ノ1八「F）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　136



3）　reまたはノα：ias，　iaR；接続詞ian（l　Haddeby　1，　ci．　ON　en）；209　Glavendrup　piakn

　　　　　（cf．294　Ba主dringe　pikn，　ON　ノ）egn），

4）　Lat．ブβ（ノ摺）：410　Bornholm－amuiet　iasus＝・lesus．

　aにいつては，前項をみられたい。

　開母音8を表わすeeルーンは，中世デンマーク語の全音韻を網羅する付点ルーンにおいて初め

て出現し，ここの関連において殊さら問題にはならない。

　§5．3．Proto－N．　is（〈Gmc．＊is，’kiz）の母音は，本来閉母音iを表わす。しかし，後期ノ

ルド基語においてこの母音はRの前で開音化して∂になる。これから，たとえば192Flemlijse

lisは多分〔es］と発音されたと考えられる。この母音は，さらに開音化を進行させて諺にな

り，10世紀以降の銘文ではa（または，おそらくia）で表わされた（たとえば，209　Glavendrup

uar［weer〕，　uarpi［wa∋r6i］，239　Gφr王ev　ua互［wtmel］；217　Seedinge　uiar［weer］．23

　これに関連して未だに論ぜられていることは，これらの語にみられるiaが担っている音はte

だけであったのかという問題である。このiaはre音をのみ示すという従来の「定説」に対し

て，スウェーデン入Bengt　Hesselmanは30年代判まに，デンマークのルーン銘文のiaは常に

二重母音iaを表わすという説を囑えたのである。24彼によれば，動詞ias，接続詞ian，関係謂

ias，　iaR，副詞hiarにみられるiaは東ノルド語特有の二重母音化であり　（cf．　ON　es，　e7z，　eS，

6r，　hhr），－uiarpan，　nuruiak，　ularのiaは古い母音混和の結果たる二璽愚音なのである。し

たがって，このスウェーデン人学者の説では，iaがw音を示すことは全くないことになる。こ

れに対してデンマーク人Harry　Andersen25は，2Gg　Glavendrupにみられるi，　a，　iaを含む語

（in，　is，　ipa，　rita＝8η（n），　es，　eda，？：　uar，　uarpi　＝wa？r，　zow　r4i：　llaipuiarpan，　piakn　＝＝

た読伽餅ゴαη，piα9n）を引いて，これらの形は，　nuruiak，　uiar，　haipuiarpanにおけるia

がm音を示しているように思われ，それによってさらにias，　iaR，　ianにおけるiaがおそらく

W音を意味することの，間接的な証拠になっているように思われると考える。彼にしたがえば，

209Giavendrupにおいて開母・音wの表記としてaとiaとが認められ，またiaはこの開母膏と

母音混和によって生じた二重母音の両方を示すことになる。ノルド語としてはルーン銘文よりも

古い資料が伝存されていないため，より古い語（語形）との比較は不可能である。しかしながら，中

世デンマーク語の古い写本にみられる語形Wrから逆に帰納することが許されるならば，またヘ

ッセルマンの唱える葉ノルド語二重母音化の現象が実証されない限り，ハリー・アナスンの説はよ

　　75，1960，46－53をもみよ。

　23　Cf．∫ohs．　Brφndum－Nielsen，　oP．　cit．1，2。　Udg．，1950，303．

　24　B．Hesselman，　Or4geogra∫i　och　sprakhistoria，　UpPsala　1936，146　ff。

　25　H．Andersen，　Digrafen　rA　paa　danske　Runestene，　ANF　54，1938，45　ff．（RunoLogica．　Harr）・

Andersens 　itdvatgte 　ノ・unologiske 　a∫hαndLinger．　Udg玉vne　p会 　hans　70　ars　dag　21．2．1971 　af　Seレ

　　　skab　for　nord三sk　Filolog三，　Kφbenhavn　1971，19ff。｛こ再録。）
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り柔軟であり，西ノルド語における対応語形es，　erを考慮に入れると，後者がより有力に思われる。

　以上を総合すると，ルーン・デンマーク語にみられる関係（代名）詞は，音韻論的にはes，　Ees，

iz？R，　ie　rであると結論される。

　§6．1．ルーン銘文における不充分な伝承のために，ルーン・デンマーク語の完全な屈折体系

を実証することは，困難である。しかし，その不充分な資料によっても，ルーン・デンマーク語

が，他のゲルマン古語と岡じように屈折に富んだ言語であることは知り得る。したがって，たと

えば広義の名詞（nomen：狭義の名講たる実体詞Substantivum・形容詞・代名詞など）は，性

（男・・女・中性）・数（単・複数）・絡（主・対・与・属格）で屈折する。

　しかしながら，本稿で考察されている語は，シンタクス的には後述のように種々の働きをしな

がらも形態論上の変化が認められない屈折しない語，すなわち不蒙化詞である。これから，これ

らの語は「関係代名詞」（relative　pronoun）というよりも，むしろ「関係詞」（relative　particle）

と呼ばれるべきである。以上のように，我々の関係詞は，西ノルド語の対施語と同様に，性・数

・ 格の如何にかかわらず常にひとつの語形を呈し，形態論的にはきわめて単純な語となっている。

　§6．2．次に，これら関係詞の文中での機能を，先行詞および関係節における他の要素との関

係から判断すれば，27例のルーン碑文にみられる関係詞は，

　a．sg．　m．　nom．－24：例lHaddeby　l

　b．　sg．　m．　acc．～1：97　Alum　4

　c．　pl．　m，　nom．－1：347　Norra　Asum

　d．pl．　f．　acc．－1：212　Tillitse

の働きを担っている。これは，性・数に関係なく主・対格になり得ることを示し，この点で現代

デンマーク語somの機能と合致する。　aの例が24と圧倒的に多いのは，これら石碑の大多数が

主としてひとりの男子の生存中の行為を記念する目的で形式の一定した常套句を刻されているこ

とと無関係ではない。これら関係詞がb，dにみるように対格の働きを有する点は，中世デンマ

ー ク語以後におけるこの語の後継者とみなされ得る現代語形derとは大きく異なる特徴である

（冒頭の例を参照）。

　107Ega　ift　mana　sin　frinta　Pan’s　uasのように関係詞の直前に指示代名詞が付加され

る場合（293Stora　Herrestad，380　Ny　Larsker　2でも），その指示代名詞のシンタクス的性質

は，先行詞のそれと一致するものであって，関係詞が関係節において有するものとではない。

（上の例において，Panは単数・男性。対格であり，関係詞’sは主格・単数である。）

　§6．3．先行講と関係講の文中に占める位置を検討してみると，大体現代語と同じく両者が枳

前後していることが明らかになる。たとえば，108Kolind　tufa　is　uarp　tupr　ustr（cf．　Mod－

Dan。　Tue，　som　blev　dildφsterPd）．しかしながら，ルーン・デンマーク語は，前述のように，

かなり発達した屈折語であったため，ラテン語などのように，語順については相当自由であった
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こともうかがえる。たとえば，192Aft　ruulf　stqtR　stAin　sAsi　is　uAs　nuRA　kupi（cf．

ModDan．⑳8r　Rouiv，　som　var　ndisboernes　gode，　s’δ2・denne　sten　Plirpの｛主民の神窟であった

ロウルヴのために，この碑が立っている」）．26

　§6．4，360Bjδrketorp　sAR　pAt　bArutRのsARは，我々の採った解釈（§3．3をみよ）によ

れば，関係詞’Rが先行する代名詞SAに前接的に付いたものであり，直訳すれば「これを破壊

するところの者は」となる。　（しかし，これと対立する立場を採れば，次に論ぜられる碑文にお

ける例と岡じくなるとも考えられる。）

　同日善期のルーン碑文として，357Stentoften　sA　pAt　bAriutiPが知られている。これは，

構文の点からみると，関係詞を欠いた関係節と考えられ，［’これを破壊する者は」の意になる。

（文字通り現在のデンマーク語に移せば，den　det　brydei－＝den　som　bryder　det．）

　前者の型が勿論，多数の例にみられるように，一般的な構文である。しかしながら，後者の関

係詞を欠く構丈が，他から全く知られないわけではない。たとえば，デンマークと同じく束ノル

ド語圏に入るスウェーデンにあるJarsberg石碑（6憶紀）27：harabanaR　haitこeka〕runoR

waritu「（これらの）ルーンを記す我は，ハラバナルと申す」（ModSwed．　Ramn　heter知9，

（som）shriver　ru710r7za．）．これらを一概に書き誤りとすることは，速断の誘りを受けることに

なろう。現代ノルド語にあっても，関係節の主語たるべき関係詞の省かれ得ることが，報告され

てし、る　：　フ　ェーロー語・　Tz乏　ert　feendur　wi5　meginPartin　av　teimum　　monmtnztm，　her　er．．．2s

「君は，ここにいる入々の大多数と親しい」（普通には＿teimum　monnunum，　sum　her　er＿と

いう）。

　§7．1．ノルド基語において東西方言への分化が進行し，ノルド諸語が独立した圏語として一

応の確立をみるようになったのは11世紀頃であろう。この聞の時間は，わずか数世紀のことであ

る。したがって，つとにノルド基語碑文（たとえば，360Bj6rketorp）で確証できると恩われる

関係詞eRなどがデンマーク語以外のノルド語圏における資料にも見出されるだろうことは，容

易に考えられ得る。我々は，たしかにスウェーデンやノルウェーのルーン碑文からもこれらの語

を知ることができるのである。

　古スウェーデン語の例としては，たとえばLanderyd石．碑29（Osterg6tiand，ヴィーキング時

代）：uirikR　resti　stan　eftiR　pialfa　bruPur　sin　trak　Pan　aR　uaR　miR　kmuti「ヴェ

26E．　Wess6n，　Svensk　sprakhistoriαII王，　Stockholm　1956，52の脚注にあげられているように，この

　　isをゴート藷ゴ∫と同じ代名詞（いわゆるanaphoric　pronoun）と考えるならば，この碑文は，現代デ

ンマーク語eft　er　ROulv　stdr　denne　sten．　Han　var？itesboernes　gode．（ロウルヴのために，この碑

　　は立っている。彼は岬の住民の神官であった。）と訳し得る。

27E，　Wess6n，　Sv．　spraflhist．　III，230。

　28　W．B．　Lockwood，　An　introduction　to　modern　Fαi’oese，2nd　pr．，　Kbh．1964，122．

　29S．　B．　F，　Jansson，　op．　cit．，77　f。指示代名詞panについては本稿§6．2を参照。
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一 リングは，クヌートに仕えていた戦士たる己が兄弟シェルヴィのために（この）碑を建てた」

（ModSwed．1硫珈g　reste　stenen　gSteT　Tjdlve，　sin　brOder，　en　kdMPe，　Som　var　med［・＝i

tjtinste　hos］1（nut。），Betby石碑30（S6dermanland，ヴィーキング時代）：aR　uaR　uestpr　mep

ulfi　sun童hakunar「彼は，ハーコンの息子ウールヴと共に西の方［ブリテン諸島？コにあっ

た」（ModSwed．　Han　war　vttsterut　med　Utり，　H＆kons　son．）．

　ルーン・スウェーデン語eR，　esは，上例の対亦する現代語訳からも知り得るように，いつも

関係詞としてのみ把握できるわけではなく，時には明らかに代名詞として機能している。スウェ

ーデンの学者の間では，このため，むしろこれをanaphoric　pron。unとみなす傾向が有勢にみ

える。31そうすれば，この語は，ゴート語などとの比較においてみると，よりゲルマン基語的機

能を保持していることになる　（§4．2を参照）。これは，ルーン・デンマーク語にあっては確証

をみていない働きである（しかしながら，脚注26をみよ）。

　また，スウェーデンのルーン碑文には，本稿§6．4で検討された無主語の関係節がより多くみ

られる。たとえば，U355　sun　kuPriks　i　myriby　buki32「メェールビューに住まいしグーズ

i）一クの息子』（M◎dSwed．　Gτtdl－iks　son，　som　bodde　i　Mδrゐy．）．

　西ノルド語圏のノルウェーからは，たとえば次のようなルーン碑文が知られている。Stangeland

石碑33（1｛φyland，　Jeeren，王0世紀末）：purbiurn　ska．lt　raisti　stin　pana　aft　s亀ipuri　suR

is　cl　tanmarku　fil「詩人ソールビョルンは，デンマークで卦れた息子セイムソーリル（？）の

ために，この碑を建てた遷（ModNorw．　Torbjφrn繭α14　reiste　denne　stein　etter　Seimtors（？），

sφnnen［si7i］，　som　falt　i　Danmark．），　Storhedderen石碑34（Bylke，　Aust－Agder，12世紀萌半）

：ek　uika　kusa　may　pa　er　fahst　er　i　phaiminum「我は，巨人の国で最も麗しい乙女を

選びたかつた」（MedNorw．589　viiie［gjerne］veige　denηφy　som　er　fαgerst　i　Titsselzei一

men．）．

　古ノルウェー語から分かれて発展した古アイスランド語（本稿で古ノルド藷として代表させて

ある雷語）においても，この関係詞は，韻文でも散文でも無数に見出される。それぞれ1例をあ

げれば，

（エッダ詩）tir　Peim　Stz？／er　und　Polli　stendr35「樹の下にあるかの泉より」，　（散文学）eignir

srer，　er　Ketiu　dtti　i　N6regi36・rケティルがノルウェーで所有していた土地財産二。

　以上，ざっとノルド語圏を眺めてみたところより，我々の関係詞が，ひとりデンマーク語にの

30　玉bid．，　78．

31　　Cf．　E．　VVess（≡n，　Sv．　spr6k｝xistoria　III，　52．

32　1bid．，229　f．

33　D．A．　Seip，　op，　cit．，40．

34　1bid．，67、

35　VQIusp含v．20，　Edda，　h9．　von　G．　Necke1，4．　Aufl．　von　H．　Kuhn，　Heidelberg　1962，　Text　5．

36　Eンt’bンggjαsaga，1．　kap．，　fF王V，　Reykjavik　1935，4．　　　’
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み特有なのではなく，他のノルド諸語にも等しく広く認められる語であることが，明らかになっ

た。特にアイスランド語では，erは現代語でも文章語において普通に使用されている生きた語

なのである。

　§7．2．さらに目をノルド語の境界の外側に移すと，ノルド語es，　erと語源を同じくする語

が，ゴート語にもいわゆる西ゲルマン語にも発見される。前にも述べたように，ゴート語には

is，西ゲルマン語には，たとえばOSax．　is，　OHG　erがある。これらは，人称代名詞として機

能する点で，ノルド語の対亦語と相違しているのである。

　では，ノルド語以外のゲルマン諸語にあっては，如何なる語が関係（代名）詞として使用され

ているのであろうか。まず，ゴート語においてこの機能を担う語は，eiという不変化詞である

（＜IE＊ei，　cf．　Gr．♂，ε鳶α）。一方，西ゲルマン諸語では，指示代名詞が，関係代名詞として

使われている（たとえば，OHG　sg．　nQm，　m．　der，　f．　diu，　n．　da　3；OSax．　the，　tlz　iu，　that；

ModE　that）　．37

　§8．資料：関係詞を含むルーン・デンマーク語碑文

　以下に，本稿作成のため検討を加えたデンマーク語圏ルーン碑文のうちで関係詞を含むものす

べてを，DRにおけると岡じく，南から北へ，西から東へという地理的順序で示す。さらに，大

体において中世写本デンマーク語標準正書法にしたがったテキスト，ならびに邦訳と最小限の注

を添えてある。碑文の言語は，特に言及しないものはすべて古デンマーク語である。

　碑文の申にみられる記号：

　　　i　行のあらたまること

　　　A　合せルーン

　　　［］　判読不可能ないし不明のルーン

　　　O　不確実な判読

　　　X　決定不可能なルーンの痕跡

を示している。なお，訳文中の［コは，別の珂能な解釈ないしは訳の理解を容易ならしめるため

に新たに加えられた原テキストにない語句を含む。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　南ユラン

lHaddeby－st。1，　per．2．2。　c：（A面）xpurlf　x　rispi　x　stin　x擁ns重xixhimPigi　x｝

　suins　x　l　erik　x　filaga　x　sin　x　ias　x　uarP（B面）：taupr　x偽xtrekiaR　l　satu

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノへ　　　　　　　　
　XUmXhaipaXbUIXian：han：UaS：StUri：matr：tregRXIXhar｝）a：kuPrX
　」ρoノマulfR　respi　sten　1）eensi，　hempaigi　Swe・ns，　teft　iR　Erik，　felaga　sin，　a？s　warP　dilPr，　Pa

37　より詳しくは，Krahe－Meid，　oP．　cit．　II，69　f．をみよ。
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　drcengiaR　satu　um　HePαbツ；cen　han　was　stツrimannr，　ctrdingR　har1）a　goPr・

　「スウェンの親衛兵ソールールヴが，勇士達がヘーゼビューを包囲した折に死んだ仲間［戦友］

　のエーリックのために，この碑を建てた。そして彼は水軍長で，きわめて優れた勇士であった。」

　（4r伽9R，　m．（若い）男子。このテキストのee　Zの用法は，故人を称える常套句。この語が，

　国王や豪族の親衛隊における一定の職務。地位を意味することも考えられる。）

3Haddeby－st．3，　per．2．2．　c：（A面）：suin：kunukR：sati：lstin：uftiR：ska「Pa　l　sin：

　h三mpiga：三as：uas：1：farin：uestr：垣n：nu：（B面）：uarp：taupr：at：hipa：bu

　Swen　feunungR　satti　sten　a？ft　iR　5karpα，　silz　lzeml）a？9a，　Iz？s　zvas∫αr魏ZVtZ？st14，　et？n　nuωαノ・P

dφPr　at　HePαbN．

　「スウェン王が，西方［英国］へ遠征したが今やヘーゼビュー附近で死んだ自己の親衛兵たる

　スカルズィのために，［この］碑を建てた。」

　（1857年にこの石碑が発見されて以来，1796年発見の1との関連で，歴史的に重要な簡題が論

　ぜられてきた。たとえば，両スウェンは岡一人物か　　Sven　Tveskeeg　985－1014かSven

　Estridssφn　1047－76か一否力），ヘーゼビューの包囲はいつのことで，スカルズィが横死し

　た戦いと同じ出来事か，など。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　北ユラン

42Jelling－st．2，　per．2．2，　b（983－85？）：（A面）：haraltr：kunukR：bap：kaurua　l　kubl

　：pausi：aft：kurmfapursin　｝aukaf£：Pε奮urui：mupur：s董na：sa　l　hara｝tr〔：］ias

　：saR・uan。tanmaurk（B面）ala・auk・nuruiak（C面）・auk・tani［・］（karpi）

　［・　］　kr量stnε｝

　Hαrα1dr　feunZlngR　baP　9φrwa　feumbl　Pdisi　teft　Gorm，　faPur　sin，　ok　wft　PO1・励，　moPl〃・

　sina，　sa　HarαLdr　WS　seR　wan　Danmorfe　alla　ok　Norzn）Eeg　ok　dani　gce，pi　feristna。

　「ハラルド王が，その父ゴルムとその母ソルウィのために，これらの記念碑を造るよう命じ

　た。己れに全デンマークとノルウェーを獲得し，デーン人をキリスト教徒にしたかのハラルド

　である。」

　（feuml，　n．記念碑。　「しるし」が原意であるが言語によって意味合いを異にしている；ON

　kum（b）1，0E　cum（b）1，0HG　kumpal．ここで複教形が使われているのは，このルーン石碑

　の外にも記念碑が同じ場所に見出されることから，ルーン作者がこれら金体でひとつの記念と

　考えていたためである。Gorm（den　Gamle），　HaraLd（Blatand），10世紀に実在したデンマ

　ーク史初期の国王達。Danmork　f．おそらく「デーン人の国境地方」，すなわち爾のドイツに

　境するHedeby－SleSvigを意味するものと思われる。）

58　Hφrning－st．，　per．2．2．　c：tuki：smipr：rip　：ift　l　purkis｝　：kupmutaR：sun：is：ha－

　num　l　k二af　：ku1　　：竃黒k　：frialsi

i42



To屠smiPr　resPi　sten　wft　POi’gist　Gui）mundaR　sun，　tl？S　hanum　gaf　9’ul（？）ok　f》eeLsi．

「鍛冶工トーキが，彼に黄金（？）と自由を与えたグズムンドの子ソルギスルのために，［この］

碑を建てた。」

　（トーキは，ソルギスルの私的奴隷であったことが，この文からわかる。）

66A・hu・一・t．・4，・P・・．2．・2．　c・（A面）菱k…lf・菱・・k巽・・g・・楼・・k菱・・1・k・蓑・・k

妻・Ul・・〔菱ゴ・・P・（晒）IS・i・　1　pan・・菱・・・・・…1奎・・1・（・）・1…1（縁）1

…1…p留……yXX…P・1（・面）レ・1　k…k・R　x　1　b・・P・・k　l

　GZtm‘躯　0ん　Sgotr　ofe　AsiafeR　Oた　Ro2ttfR　resPτt　sten　preπsi鋤万R　FNi，　feLaga　S痂，鐡

　war］）……yXX　dφ　｝）r，ノ）a　kZtnungaR　barPttsk．

　「グンヌールヴとエーゴートとアスラークとUウルヴが，王達が戦った際に……死んだ彼らの

　仲間フールのたあに，この碑を建てたQ」

　（sill　poss．　reflexpron．現代デンマーク語では単数の主語にしか使えないが，古デンマーク語

　は，さらに107や280にも見られるように，複数主語にも使用された。他のノルド古語や現代語

　は，古デンマーク語と同じ用法をもつ。「王達」は，必らずしも「国王」と同意義であるとは

　限らず，「小王，ヴィーキング首領」とも解すことができる。）

81Skern－st．2，　per．2．2．　c：（表面）s往skiriPr：rispi：stin：finulfs：tutiR　：at：upink－

　aUr：USbiarnaR：SUn：夕姥h：tUra：Uk：hin：tUrUtin：faSta　（頂面）　Sipi：Sa　m亀nr

　：is｛：Pusi：kubl：ub：蓑）iruti

Sasgm）・Pザrespl　s纏，　F禰げs　d・ttiR，αt　Opinle・r　OsbiarnaR（？）SZtn，　Pan　dyra・h　hin

　drottinfastα，　Sipi　sa　mannr　et？s　Pφsi　feUMbl　of∂rfz疵．

　「フィンウルヴの娘サースゲルズがオスビョルンの息子にして高貴かつ忠君の者オージンコル

　のために，［このコ石碑を建てた。これらの記念碑を破壊する者は，妖術使い［とならん］。」

　（baliはおそらく，banの書き誤りであろう。すなわち，斜め右下の横棒を余計刻んだことに

　なる。saskiriPr，　turtltin，　birutiは，いわゆる補助母音parasitic　vowelである。　sibi……

　birutiは，墓の盗堀予防の常套句。類似の言い團しとして，他に83と338，209と230の型があ

　る。これらは，南部スカンディナヴィアからのみ知られている。）

83Sφnder　Vinge－st．2，　per．2．2．c：Xu（pi）：b（i）XX（1）i［：］rispi：stin】：bensi；uftiR

　　：uruku　｝auk：kapu：bruレr：｝sinq：tuε峯：1…　；sarbi：auk　l　sil》：r［a］（t）i：saR：

　m姥nr：｝量as［：］auPi：mini：bui

Xu（pi）　b（i）XXi　respi　sten　Pteηsi　eeiftiR　Urilkiu　oん KaPit，　bl¶φPr　sina 　tzva……SEer｝，i

　ok　seP．　r［a］（t）i　saR　mannr　ms　ilpi　minni　Pwi．

　「？？が，…こが2］傷つけて妖術をかけた己れの2人の兄弟ウーレーキャとカザのために，こ

　の碑を建てた。［この］記念碑を壊すものは，rvati　［とならん］。」

　　（冒頭の2語は，この碑を建てた者の名と紳名を表わしていたはずである。saRは，本稿
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　§3，3で言及されている指示代名詞である。rreti，その品詞・語義が不詳ではあるが，81など

　との関遮で，推測することを許されるならば，「気狂い，馬鹿者，死んでも成仏しない者，片

　輪」のような意味を担う強い侮蔑の語であると考えられる。）

97Alum－st．4，　per．2．2．　c：purui：uikuts：kun匙：lit：risa：stin：pqnsi：eftiR：pur．

　biurn：sun：sibu：sustlik：sin：is：hun：hukPi：b（i）tr：pan：suasum：suni：

　POi・wi，　Wigots　leona，　tet　resa　sten　1）rensi　6！？ft　iR　｝）orbiorn，　sun　SibbZt，　Sツstiing　si71，．6es

　hon加91）i　btetr　Pan　szvasum　SPtni．

　「ウィゴートの妻ソルウィが，己れの息子［可愛い息子］よりも愛しんだスィッバの息子たる

　従弟のソルビョルンのために，この碑を建てた。」

（SNst！ingR，　m．従兄弟，母の姉妹の息子，　cf．　ON　systSingr，　systntngr．　Pan，　COIIi．，　cf．　OE

　∂onne，　ModEng．　than，）

・・7…一・・・・・…2・2・c・・lfk・li　・kl　h．n・：・・…i　・i・P・・s・・…an…i・’t　：　1・一・

・・n・f・i・…P…x・…1・・…p・1・…1・1…II・一・：

　A埆〃ole　hanS　sツniR　resPu　sten　PMnSi　il？ft　V4an（n）a，　sin　freeπda，　Pan’s　was　iandゐξr’｝）iR

　Ktetits　pa？sηorr吻α．

　「アルフキルとその息子達が，ノルウェー入ケティルの土地管理人であった彼らの身内マンニ

　［マー二］のために，この碑を建てた。」

　（frtendi，　m．身内。親子・兄弟等の肉親から比較的遠い親類，姻威関係による縁者まで意味す

　る。LandhirpiR，　m．「土地を守る者，見張る者」が字義だが，その概念は不明である。　Cf。

ON　∫eliir6iL）

・08K・li・d－…，P・…2．2…t・・ti・xx　・’i・pi菱・tin　1　Pa・・i　＞ft　1・uf・　l　i・・ua・p［・コ

t・p・・u・t・・b・・P・1・妻・i・菱・m支P・妻・・ゆ・R

　Tosti　resノ）i　sten　peensi　ez？ft　Tofa，　ees　ZA）αr　P　4φPrφstr，　broPur　si7z，　smiPr　AszviPaR．

　「アースウィズの鍛冶工トースティが，己れの兄弟で東方にて死んだト　一一ヴィのために，この

：碑を建てた。J－

117Mejlby－st．，　per．2．2．　b：Qni：risp：stin：pansi：aft：瑠sld：sun：siu：ias：taupr

　｝uarp：map：puri：三：ura：1：suti（：）

　An（n）i　respi　sten　PWnsi　wft　Alsleil，　sun　sin，　ees　dφPr　warP　nza？P　Pori　iびrasundi．

　「アー二［アンニコが，ソーリルとともに［1に従って］エール海峡で死んだ己れの息子工一ス

　キルのために，この碑を建てた。」

154Torup－st．，　per．2．2．　c：（Q）sa：sati：stin・pqnsi：aftiR：tuku　XXXXiR．Xa：Xir．

　sin：kup姥n・iisuarp：uikiR・X：aufu：hipi：1・uk・ua：s：him（P）iki（：）｛saga：

　iutis・

　Asa　satti　sten　pceηsi　a？ft　ir　tukuXXXXiR　Xa　X三r　si？z　goPan，　tes　warP　wregin（a）aufu
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　lzepi　o々was　hempcegi　saga　iut三S．

　「アーサが，……荒原で殺されて……の親衛兵であった己れの良き夫［？〕……のために，この

　碑を建てた。」

155Sjltrind－st・，　per．2．2・c：（A面）：琵sa：sati：stin：P4nsi：iftiR：1亀umuta：uir、（：）

　s量n：is：uaR：（頂画）himpiki：finulfs

　Asa　satti　sten／）vallsi　EZ？ft　i　R　gmu？zda，　Wter　sill，　Ws　zeaR　he．pcegi　FinZttfS．

　「アーサが，フィンウルヴの親衛兵であった已，れの夫工一ムンディのために，この碑を建てた。」

　（154と155は，隣接教区で発見されており，建立者はおそらく同一の婦人であろう。音韻論的

　にみると，154がis，　uasといずれも古形を保っているのに対し，155は動詞過去形uaRと

　いうより新しい語形を示している。この事実は，前者が後者よりも古い言語段階にあったこと

　を示すのだろうか。｛れとも，後者は生きた言語を未熟にも露呈してしまったのであろうか。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フユーン島

192　Flemlφse－st．　1，　per．　2．　1　：　Aftruulfst：qtR　｝　［st］A董nsAsiisuAsnu　l　RakuP三　satusu－

　［niRaftiR］［［qUAiRfaapi〕

　ACft　Routf　stWndr　sten　sasi，　a？s　was　llllRa　gopi．　Sattze　3ツ［niR　eeftiR．　AxveR　fapi］。

　「岬の住民の神官であったロウルヴのために，この碑が立っている。息子達が，記念のために

　建てた。アーウェルが彩った［・”ルーンを刻し，それに色をつけたコ。」

　（gopi，　m．この語は本来，その語源の示すように宗教的権威をもつ人物を指す。しかし，こ

　の碑文は，アイスランドの神宮（ON　go6i）と同じく，デンマークの神官も世俗的支配権を享

　受していたことを伝えている。）

209Glavendrup－st．，　per．2．2a；（A面）raknhiltr　l　sa　l　ti　l　stainp亀nsi　l　auft｝ala　l　sau｝ua－

　kupa｝uial（i）pshaipuiar　panpia匙n（B面）ala　l　suniR　I　karpu　l　Igub1　mausi　l　aft　l

fapur　l　sin　l　auk　1　hqns　l　kuna　l　au倒uar　i　sin　l　in｛suti藍raist　l　run　i　aR　l　pasi　l

　a£t　匪　trutin　l　sin　l　pur　l　uik量　i　pasi　l　runaR　（ci互1）　at　l　r量ta　l　sa　l口arpi　l　iS　l　stai獄

　pans肩ailti　iやa　aft　l　clnQn　l　traki

　Ragnhitdr　satti　sten　preηsi　eeft　Alla　soiwa，　goPa　wea，　liPs］zePzvairPan　Piegn，　Alla

　s），niR　grer1）Zl　gcumbb　pφsi　a？ft　fa1）ltl’sin　ok　lzans　kona　ti？ft　w6er　sin，！4Zl　n　Soti　rest　lwzαR

Pblssi　a；ft　dr・ttin　si7・，　Por　wigi　PEIIssi　runaR．　At　rita　sαXPtEerpt　dis　sten　Ptensi　aiKi

a；Pa　reftα？man　drα9i．

　「ラグンヒルドが，諸神駈の神官にして親衛の高位の首領なる〈蒼い顔の〉［？］アッリのため

に，この碑を建てた。アッリの息子達は己れの父親のために，そして彼の妻は己れの夫のため

にこれらの記念碑を造り，またソーティは己れの主人のためにこれらのルーンを刻した。ソール

〔神］がこれらのルーンを祝し給うように，この碑を［損う？］者あるいは他人を記念するために
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持ち去る者は，1－tetiにならん。」

　　（pvagn，　m．親衛隊内の地位を示す術語と考えられるが，その概念は不明である。・ある説に

　よれば，iなどにあるdrten9尺は「戦士，軍人」を指して，この語は「一定の所に居住する

　者」を意味するという。1・wti，前出83の注を参照。　a批量語形も語義も不明な動詞の条件法過

　去単数3人称。訳にあげた意味は，諸説中のひとつであるが，他説として「火をかける」，「悩

　ます」などがある。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロラン島

212T三llitse－st．，　per．3：（A面）eskil：s滅ka：sun：1et：res［a］sten：pena：eft：sialfan

　｝sik・emun・stanta。mep・sten　l　lifiR・uitrint・su。iaR・uan・eskil（B面）kristr

　・hialbi・siOl・hans　l　aOl9・Santa・migaeI

　・4EISkil　8z漁αStln　let　resa　sten　pre7zna　te　ft　sialfan　sik．　E　mun　standa，1π副）sten　J茄R，

　witr｛nd（？）szらreR　wan！Eshil．　Kristr　hialpi　sios　Jzans　o々santa　Michαet．

　「ソルキの息子工一スキルが，自分自身のためにこの碑を建てさせた。［このコ石が生きてい

　る間は常に，エ～スキルが造ったこの記念碑文は立っているであろう。キリストと聖ミカエル

　が彼の魂を鋤け給わんことを。」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シェラン島

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
222Allerslev－kvadersten　1，　per．4（Earlier　MDan．）：ior（d）anristirunurapipeeneerkan

　Iordan　riSti　runu；rapi　Pien　tZll’fean．

　「ヨルダンが［これらのコルーンを刻した。出来る者は，［これらのルーンを］解き明かすべ

　し。」

　（最後の言い回しは，スウェーデンの碑文にしばしば見出される。本来は，呪文的な碑文に用

　いられるべき衰現である。）

229Sandby～st．3，　per．3：（A面）sylfa：rest………i：sbalklusu：eyft（i）：susur：fapur…

　…（1’）pi：bru：pisi：iki：1　puri互s：brpur：si　11：（B面）imun・san………if・uitrik。

　susi・iR・uan・sil［fa？］

　8ツゲα　f’esti…iSPalklllsu　eeftiR　Susztr，　faPZtr…　［ga？］r1）i　bro　PEiissi（ceftiR）Porgisl，

　δroPur　sin．　E　mun　san…if　witri71g　susi，　el？R　wan　3ッ加（？）．

　「スユルヴァが……スパルクレェサにおける……父ススルのために［この碑を？］建て，兄弟

　ソルギスルのために橋を［造］った。スユルヴァ（？）が造ったこの記念碑文は，永遠に……で

　あろう。」

　（橋の建設とは，我々の考えることの外に，殊に湿地帯での道路改修をも指している。申世に

　教会は，この種の仕事を現世における善行として奨励していた。）
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230Tryggeva∋lde－st．，　per．2．2．　a：（A面）raknhiltr　l　sttstiR　i　ulfs　l　sati　l　stain　I　pnnsi　l

　auk　l　karpi　I　hauk　I　P姥nsi　auft　I　aukskaip　l　paisi　l　kunulf　l　uarsin　I　klQmulanman

　｛（s）un　l　nairbis　I　faiR　l　uar　pa　l　nufutiR　l　pqibatri（B面）　sauarpi　l　at　（ρ　rita　l

　isailt董stain　pqnsi　ipahipantraki

　Rαgnhitdr，　SYSitR　UIfs，　satti　sten　1）Wnsi　o々　geerpi　hφ9　prensi　ee　ft－ole　skeP　｝）tvssi－

　Gunttlf，　wtl？r　sin，　glamZtlαn　man，　Sttn　Na？ア’fis．　Fair　Wlz？rl）α　nu　fφddiR　Pem　bcetri．　Sa

？：vaZrPi　at　rita　res　aiKi　stezz　prensi　tePa　he2Paπ　dragi．

　rウールヴの姉妹ラグンヒルドが，ネールヴィの息子にして駕の高き男なる己れの夫グンヌル

　ヴのためにこの碑を建て，またこの墳墓と船塚を造った。今や彼よりも生れの良い者は少なく

　なっている。この碑をailtiあるいはここより持ち去る者は，　r観参とならん。」

　（pnnsiはpansiの書き誤りである。　skeP，　f．舟の形に石を立てて作る一一Ptの墓。古代の船

　葬を想起させる習慣である。一般に，この長い碑文は，デンマーク最長文の209と同じ女性に

　よって建立されたとみなされているが，いずれがより古いものであると言うのは不可能であ

　る。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スコーネ

280　Skarby－st．1，　per．2．2．　c：xkaulfR　x　auk　x　autiR　x　paR　x　sautu　x　stain　x　pans－

　（i）XaftiRXtUmaXbrUpUrXSinX｝i（R）atiXkUゆiSXSnabiaX
　KαntfR　ok　AutiR　Per　sattu　stenノ）tensi　eeftiR　Toma，　broPttr　sin，　reR　atti　GitpissnaPα．

　「カウルヴとアウティルが，グーズィススナーピを所有した彼らの兄弟トーミのために，この

　碑を建てた。」

　（Per，指示代名詞複数3入称主格で，先行する主語，ここではK．とA．を受ける。古ノルド語

　などでよく認められる語法である。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　ロ　　　　　　ロ　　　　ロ　　　　　　
293Stora　Herrestad－st．，　per．2．2．c：kitilau　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，lat，kau・ua　l　kubl　l　pau・i，af（ti）〔Rコ…

…k・：・・：…an：やan：・・蘭a：…

　Kwtitli　let　9’φrωαleumbl　piPsi（eeftiR）…Piegn　atgoPan，　Pan　tl？s　hana　atti．

　「ケティレェが，彼女を所有した［妻とした〕きわめて優れた首領〔？］……めために，これら

　の記念碑を造らせた。」

298Dalby～st．，　per．2．2．　c：purkiR：rapi：stin：pan［：？］at：itinkil：faur：sin：ku－

pn　d　buta：as：liki：hu（k）［．．コ

　ノ）orgiR　1’espi　sten　pa？n［繊〕α彦it量nkil，　faPttr　sin，　goPan　bondα，　res　1tengi　hu（k）．．

　「ソルギルが，永く記憶〔？］されるべき優れた農民たる己れの父……キルのために，この碑を

　建てた。」

　　（この碑文は，省略ないしは書き誤りが目立つ。　rapi，　kupn，　faurは，各々　raispi（？），
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　kupan，　fapurと刻されるきであったろう。）

334Vh’　stra　Str6－st。1，　per．2．2．　c：fapiR：｝it：hukua：runaR：pisi：uftiR：asur：bru－

　　pur　：sin　：is　：nur　：U［arp　：tupr　：i　：uikiku　：

　FaアiR　let　hoggwa　runaR　PreSSi　teftiR　Axur，　broPZtr　sin，61？S　nor　warP　dφP1’ixvikingu．

　　「ファーズィルが，ヴィーキング行で北方にあって死んだ己れの兄弟アツルのために，これら

　のルーンを彫らせた。」

335Vtistra　Str6－st．2，　per．2．　2．　c：fapiR：Iit：hukua：．stin：pan（＄）i：uftiR：biul－ll：

　is：skib：at童：撫ip：anum：

　FapiR　let　ho99xva　sten　／）Cl？nsi詔ズ距R　Biorn，謬5　skip　atti　ma？P　hanzim．

　　「ファーズィルが，彼と船を共有していたビョルンのために，この碑を彫らせた。」

　（anumは，いつ頃からかははっきりしないスコーネ方言に認められる語頭気音hの脱落を示

　　している。他にも，たとえば279Sj6rup　an，　afpi，不必要なhの例としては279　huftiRがある。）

338Glemminge－st．，　per．2．2．　c：xsuini：sati：stin：pasi：iftiR：tusta：hin：skarba：

　faupur　sin：harpa：kupan：buta：uirpi：at：rata：huas：ub　l　briuti

　SWθni　sat彦i　sten　pa？ssi　reftiR　Tosta　lzin　sleaノ“Pa，　fai）ur　sin，　haノソ）a　goPan　bonda．1ギcVi’pi

　at　rata　hwa，s　of　brittti．

　　「スウェニが，非常に優れた農民たる己れの父〈やつれ顔の〉［？］トースティのために，この

　碑を建てた。［これを］破壊する者は誰でもrMtiとならん。」

　　　　　　　　り347Norra、Asum－s士．，　per．4（Earlier　MDan．，12－13世紀）：＋krist　l　mario　l　sun　l　hiap三l

　pem　i　Eer　i　kirku　．［　E　］p（e）×一［9］erρ（0）［1〕　abSalOn三eerki　l　biSkup［1］Ok　l　eeSbiOrn－

　muli：

　Kri3t　Mario　Sll．71　hiatpi　Pem，認ノ・ldlifeiU．．9詔rPO，　Absaion　e2rkib∫3kop　ok　te5biorn　iW’uti．

　　「マリアの子キリストが，教会を…造った者達を救い給わんことを。大僧正アプサロン並びに

　エスビョルン・ムーリ。」

　（hiapiは，　hia豆piの省略）。

　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　 　　　　　　　　 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブレーキンゲ

360　Bjδrketorp－st．，　per．1．2（Late　Proto－Norse）：（A面）　hAidRrunoronu　l　fAIAhAkllAi－

　derAgほnArunARArAgeu　l　hAerAmム1AusR｝utiARweLrdAude　l　sARpAtbArutR（B藤）

　UPArAbAsbA

HaidR　rz‘no　rltnu（？），∫aUik　／iedra　ginnarl‘71aR，　Argiz‘　hermatausR，　utiAR 　weξadauPe，　sαR

　｝）at　brツtR．　UParろa　SPa［UParbaspa］．

　「ルーンの列［ルーン・アルファベット⊃の魔術師［？］，我らは力あるルーンをこれに隠した。

　妊智のとどまるを知らない，これを破壊する者は魔術による死にさらされよう［？］！我は破
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誠を予蓄’する［破滅の予言］／」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボーンホルム島

373Aker－font，　per．4（Gutnish，12世紀）：［前略］（第3面）：hiar：hui｝is：maria　l　sum：

　han：barn：fydi：skapera：himiz：ok：iorpaR：sumos：le　l　ysti（第4面）pita：

　iRu：paiR：priR：kunuGaR：（s）um：（f）y（r）sti：giarpu：ofr：u（第5面）arum：

　drotNi：［後略］

　Hiar　hwilis　Mariα，　sum　han　barn／fンddl，　s々aPe・°αhimin20k　｛or　paR，　sum　OS　IeNsti．　Pit－

　ta　iRU　PαiR　PriR　kumtngaR，　sum　fvrsti　gtarptt　offr　ZPtarum　dr・t7zi．

　　「ここに，我らを解き放ち給うた天と地の創造者たる御子を生みし時のマリアが休んでいる。

　　これは，我らの主に最初にささげ物を行ったかの三人の王達である。」

380Ny　Larsker－st．2，　per．3：kobu：suain：raisti：stain：pina：a（f）tir：bausa：sun：

　sin：tr（i）……［：］pan・is：tribin：ua（r）P：i：（ur）・stu：at：ut：la（nk）iu：1〈up：

　　t1’（U）tin　：hi（a）lbi　：hans：Ont：auk：sata：mikial［：］

　κ・Pu（？）－Swen”espi　ste？t　Pme？tna　teftiR　Bilsa，　su71　si・1，　dra？［7zg　9・Pα］ll，　Pan　a？s（t　ra　pin

　warP　i　O1’1’ostuαt　Utlrengitt．　GuP　drOttin　hiatpi　hans　ond　ok　santαMichaet．

　　「コープ［？］一スウェンが，ウートレンギャ［島］の戦さで殺された優れた勇士たる己れの患子

　ベェスィのために，この碑を建てた。主なる神と聖ミカエルが彼の魂を救い給わんことを。」
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